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イエス様が十字架で死んだ後の迫害はそれほど強いものではありませんでした。ユダヤ人達の中にも、イエス様を十字架につけたことの批判があったのかもしれません。このような批判をかわすためにも、無理にでもローマ法に基づいて、十字架刑にしようとしたわけです。イエス様が死んだ後、4章でペトロとヨハネが神殿で、民衆にイエスのことを話をして捕らえられたときでも、ペトロとヨハネは聖霊に満たされて、議会で大胆にイエスキリストを述べ伝えることが出来たのでした。それでも、鞭打ちだけで釈放されていたのです。
それが12章になると、その迫害は陰惨になってきます。迫害が激しくなってきたのは、ステファノの殉教があってからです。キリスト教がますます広まっていくことに対して、ユダヤ教は、危機感を持って、憎しみ退けようとしていたのだと思います。

12章の冒頭で、ヨハネの兄弟、ヤコブが殺されてしまいます。殺したのは議会や祭司長たちではなく、ヘロデ王です。ヘロデ王は、イエスの尋問の後まったく現れていませんでしたが、新しいヘロデ王が突然ここに現れます。
ヘロデ王はいろいろなヘロデ王がいるので、混乱しやすいので、一度確認しておきます。イエスの誕生のころに、東方の博士たちを招き、幼児を殺したのは、ヘロデ大王です。次に洗礼者ヨハネを捕らえ、ヘロデヤの夫となってサロメの願いによって、ヨハネを殺したのは、ペロデ・ピリポ一世です。次に、ピラトが裁判のために、イエスを送り返したヘロデ王は、ヘロデ・アンティパスです。そして今日の12章で出てくるヘロデ王は、ヘロデ・アグリッパでヘロデ大王の孫に当たるものです。それぞれヘロデ王として、登場しますが、全て違うヘロデ王であることに注意しなければなりません。12章ででてきたヘロデ王は、熱心にユダヤ教の律法と習慣とに注意を払い、ユダヤ人の人気と歓心を買って、自分の地位を確立しようとしていたところでした。
そのようなときに、ヘロデ王による、教会への迫害とヨハネの兄弟ヤコブが剣で殺されると言う事件が起こったのです。そして、ヘロデ王は教会のある人々に対して迫害の手を伸ばしていたとかかれています。この表現から推測できるのは、ヘロデ王が迫害していたのは、まだキリスト教ではなく、キリスト教徒の中で、ヘロデ王を非難するような人に対して、迫害していたようです。そして使徒の最初の殉教者が出たわけです。ヤコブは、ペトロ、ヨハネと並ぶ、イエスの弟子の重鎮です。ですがその、行動についてはあまり記載がなく、その死に関してもあまり詳しく書かれていません。資料がなかったためだとも言われています。ただ、ヨハネの兄弟ヤコブを剣で殺した。と書かれているだけです。前のヘロデ王は、イエスを十字架につけるときには、ローマ法に基づいて行うべきで、その権限はローマにあるとして、自らは手を下さなかったのに、このときのヘロデ王は、そのような手続きはとりたくなかったようです。ヤコブを殺し、そしてペトロさえも捕らえて殺そうとしています。王様によって対応が違ってきます。そしてヤコブを殺したときに思いがけない反応がありました。非難されるかと思ったのが、ユダヤ人達に喜ばれることが分かったのです。それで、ヘロデは、ペトロをも捕らえて牢に入れたのです。ペトロをも殺せば、ユダヤ人たちが喜び、自分への信頼が高まるだろうと言う、打算的な思いからだったのです。
ペトロが捕らえられたのは、除酵祭の時期であったと書かれています。除酵祭は過ぎ越しの祭りの最初の一週間の時期で、種を入れないパンが用いられる時期です。そしてこの時期は、どんな裁判も処刑もされてはならなかったのです。それで、ヘロデはペトロの処刑をその週が終わるまで、延期させていたのでした。そして、ヘロデが、ペトロを引き出して、殺そうとしていた前夜のことでした。そのときペトロは、二本の鎖でつながれ、二人の兵士の間で眠っていたのです。更に番兵たちは、戸口で牢を見張っていました。ペトロは、絶体絶命の状態にあったわけです。ここで奇跡が起こりました。
承

教会では、このようなペトロの絶体絶命の状態にあって、出来ることはただ祈ることだけだったのです。5節では、教会では彼のために熱心な祈りが神に捧げられていた。と書かれています。初代の教会は、この世的にはまったく弱かったのです。祈ることしか出来なかったのです。ですが、望み得ないときにもなお、望みつつ信じる強さを持っていました。信仰とは、あきらめないことであるといっている人がいます。あきらめるのは既に罪なのです。あきらめると言うことは、神をも捨て去ってしまう大きな不信仰になるわけです。全知全能の神を信じるとは、どんな状態にあってもあきらめないで、望みを持って生きていくことなのです。それが信仰であり、神にあって望みを持ち続けるのが信仰となるのです。もしかするとその結果は、自分たちが願っていたものと違うことがあるかもしれません。しかし、あきらめずに、願い続け、最後にそこに表された結果を神の御手の業として確信を持って受けけ入れるものが信仰なのです。決して、神以外のものによって、打ちのめされた結果ではないのです。
ペトロが牢の中で、このような絶体絶命の状態にあったとき、主の天使がペトロの側に立ちました。天使はペトロを起こし、「急いで起き上がりなさい」といいました。すると鎖が手からはずれ落ちました。天子は、「帯を締め、履物をはきなさい」と言いました。ペトロはそのとおりにしました。そして、天使は、「上着を着て、ついてきなさい」と言いました。ペトロは外に出てついていきました。番兵がいるはずの第一、第二の衛兵所を過ぎ、町に通じる鉄の門のところまで来ると、門がひとりでに開いたと書かれています。そしてそこをでて、ある通りを進んでいくと、急に天子は離れ去り、ペテロは我に帰るわけです。我に返ったということは、天使が現れている間は、我を失っていたのです。気を失っていたわけではありません。自分と言うものをまったく意識しないで、天使について行ったのです。覚醒はしているけれども、自分と言うものがないのです。不安も恐れもないのです。　起き上がりなさい、履物を履きなさい、ついてきなさい。そういわれたことに、ペトロはそのまま受け入れて従ったのです。奇跡が起こるとき、神様に本当に従うときと言うのは、このように自分というものがすっかりなくなっているとき起こるのではないのではないかと思います。自分というものを考えている間は、必ず利己的に打算的になってしまうからです。ペトロが我に返ったとき思ったことは、「主が天使を遣わして、ヘロデの手から、またユダヤ民衆のあらゆる目論見から、私をすく出してくださったのだ。」と思いました。そして、ペトロはヨハネの母マリアの家に行きました。そこには大勢の人が集まって祈っていたのです。この家は大きな家で、イエス様が最後の晩餐をした家だとも言われています。そこで、門の戸をたたくと、取り次いだ女中がペトロの声を聞いて、喜びのあまり門を開けもしないで、ペトロが門の前に立っていると告げたとかかれています。人々の反応は、あなたは気が変になっているのだ、といって信用しなかったのです。熱心に、救われることを祈っていながら、救われたペトロがすぐ側に来ているのに信じなかったのです。私達にもそんなことが起こってはいないでしょうか。熱心に祈り願い求めながら、その願いが戸のすぐ側まで来て戸をたたいているのに、そんなはずはないといって、追い返してしまうことはなかったのでしょうか。女中のロデは本当だと言い張りましたが、人々は、「それはペトロを守る天子だろう。」と言い続けて信じなかったのです。祈ってはいても、先入観にとらわれて、心の底では、そんなことは起こるはずがないと思っていたのです。ペトロが戸をたたき続けたので、戸をあけてみると、そこにペトロがいたので非常に驚きました。そして、ペトロは手で制して、彼らを静かにさせ、主が牢から連れ出してくださった次第を説明しました。そして、「このことをヤコブと兄弟達に伝えなさい。といってそこを出てほかのところに行きました。このヤコブとはヨハネの兄弟ヤコブではありません。ヤコブの兄弟ヨハネは、この12章の始めにヘロデに剣で殺されてしまいました。それではこのヤコブとは誰でしょう。このヤコブとは主の兄弟ヤコブのことです。イエスの兄弟達は、イエスが生きている間はイエスの活動に反対し、何とか家に連れ戻そうとしていました。ですが、イエスが死んでからは、教会の柱の一つとなったのです。中心となったのです。このことは、ガラテヤの信徒の手紙２章9節にこう書かれています。「彼らは私に与えられた恵を認め、ヤコブとケファとヨハネ、つまり柱と目される主だった人たちは、私とバルナバに一致のしるしとして右手を差し出しました。」ここで書かれている、柱と目される主だった人たちの、ヤコブとケファとヨハネとは、主の兄弟ヤコブとペトロと、ヨハネなのです。この柱の人の筆頭に書かれているように、そのとき教会ではヤコブが中心になっていたのです。だから、ペトロは牢から逃げ帰ってきたときにヤコブとその兄弟に伝えなさいといったのです。このイエスの兄弟ヤコブがどうして、主イエスを信じるようになったのかは、聖書には書かれていませんが、いろいろな伝説が残っているそうです。復活したイエスが、ヤコブにも現れたとも言われています。話を戻すと、かわいそうなことに、何も知らなかった番兵達は取り調べられた上で、ヘロデ王によって死刑にされてしまいました。当時は、牢から罪びとを逃がしたなら、その牢番は殺されることになっていました。パウロ達が牢に入れられていたとき地震があって囚人たちが皆逃げ出したと思った、番兵が自殺しようとしたことからも分かります。ですから、この番兵達が逃がしてやるような危険は冒さないはずなのです。
　　12章の最後には、このヘロデ王が突然死んでしまうことがかかれています。ヘロデ王が、人々を集め、着飾って、威厳を正して、王座から演説していたとき、集まった人々はその声を聞いて「神の声だ、人間の声ではない」と叫び続けたそうです。するとたちまち、主の天使がヘロデを打ち倒したと書かれています。神に栄光を帰さなかったからである。と23節に記されています。ヘロデはウジに食い荒らされて息絶えた。と聖書は語っています。なんともおぞましい話です。この話と似ている出来事は、アナニアとサッピラが、お金をごまかして、ペトロに、「あなた達は人を欺いたのではなく、神を欺いたのだ」と言われて、すぐに息絶えたことと似ています。ヤコブを殺しても、ペトロを殺そうとしてもヘロデ王は天子に打たれることはなかったのに、自分を神にしたときに、天子に打たれて死んでしまいました。また、アナニアとサッピラが神様を欺いたときに大きな罰を受けました。神様に直接罪を犯したときにその裁きの大きいことを印象付けられます。
結

12章は、迫害のすさまじさを語るものとなりました。聖書の中で、パウロは何度も牢に入れられたことを話していましたが、ペトロもまた、生きるか死ぬかのぎりぎりのところを歩んできた人でした。そしてもう人間の力では何もなしえず、全ての望みが消えたようなところにあっても、誰もあきらめることはありませんでした。信徒達は、望み得ないときにもなお、望みつつ信じる強さを持っていました。信徒達自身はそれを強さとは思わず、祈ることしか出来ない弱さと思っていたかもしれません。ですが、何も出来なかったわけではありませんでした。みんなで集まって、望み得ないときでも、祈り続けたのです。そして奇跡が起こったのでした。これが信仰なのでしょう。それは信仰なしには出来ない、祈りなのです。
　私達にも、もしかするとこのような絶体絶命のときが来るかもしれません。もう何をしても無駄だ、何も変えることはできない。そう思われるようなときがあるかもしれません。そのようなときであっても、私達はその次に何を選ぶかの自由は与えられています。もう何もかもが無駄だ、とそのように思ったときでさえも、私達には、神様に祈り、救いを願う自由は与えられているのです。祈る自由は与えられているのです。望みを持つ自由が与えられているのです。その自由を捨てるのも自由であり、希望を捨てるのも自由、望みを持つのも自由、受けるのも自由なのです。そのぎりぎりのところで、私達は何を選ぶのかが大切なのではないでしょうか。ですから、そのとき何を選ぶかに、私達の責任があるのです。それはしょうがなかった。自分には何も出来なかったと言い訳をしたとしても、最後に何を選ぶかは自分の意志なのです。責任があるのです。神様はそのような自由を全ての人に与えているのです。多くの殉教者達は、そのとき、その道を、大切な殉教の道を選んだのでした。奇跡が起こることが大切なのではありません。最後に何を選んだかが大切なのです。それが私達に与えられた自由の中で、私達にできることなのだと思います。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、今週もまた、供に祈り、賛美するときが与えられ感謝いたします。キリスト教会に迫害の嵐がやってきたとき、教会は何も出来ませんでしたが、ただ熱心に祈り続けました。私達が絶体絶命のとき、果たして、どんな態度を選ぶことが出来るのかが問われたような気がします。ペトロは天子によって救われ、ヘロデは天子に打たれて死にましたが、そのような奇跡の表面的なことだけではなく、私達の信仰の在り方が、そのぎりぎりのところで、しっかりと立つことが出来るように導いてください。これから起こるどのようなことに対してでも、信仰を持って、あなたに望みをおいて生きていくことが出来るようにさせてください。その信仰を、多くの人々と分かち合うことが出来ますように。供に励まし力づけることが出来ますように。日本の人々が、世界の人々が、互いに理解しあい、信じあって生きていくことが出来ますように。イエス様の神の国が、どうかこの世にあっても実現されますように。この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
◆ヤコブの殺害とペトロの投獄
使 12:1　そのころ、ヘロデ王は教会のある人々に迫害の手を伸ばし、
使 12:2　ヨハネの兄弟ヤコブを剣で殺した。
使 12:3　そして、それがユダヤ人に喜ばれるのを見て、更にペトロをも捕らえようとした。それは、除酵祭の時期であった。
使 12:4　ヘロデはペトロを捕らえて牢に入れ、四人一組の兵士四組に引き渡して監視させた。過越祭の後で民衆の前に引き出すつもりであった。
使 12:5　こうして、ペトロは牢に入れられていた。教会では彼のために熱心な祈りが神にささげられていた。
◆ペトロ、牢から救い出される
使 12:6　ヘロデがペトロを引き出そうとしていた日の前夜、ペトロは二本の鎖でつながれ、二人の兵士の間で眠っていた。番兵たちは戸口で牢を見張っていた。
使 12:7　すると、主の天使がそばに立ち、光が牢の中を照らした。天使はペトロのわき腹をつついて起こし、「急いで起き上がりなさい」と言った。すると、鎖が彼の手から外れ落ちた。
使 12:8　天使が、「帯を締め、履物を履きなさい」と言ったので、ペトロはそのとおりにした。また天使は、「上着を着て、ついて来なさい」と言った。
使 12:9　それで、ペトロは外に出てついて行ったが、天使のしていることが現実のこととは思われなかった。幻を見ているのだと思った。
使 12:10　第一、第二の衛兵所を過ぎ、町に通じる鉄の門の所まで来ると、門がひとりでに開いたので、そこを出て、ある通りを進んで行くと、急に天使は離れ去った。
使 12:11　ペトロは我に返って言った。「今、初めて本当のことが分かった。主が天使を遣わして、ヘロデの手から、またユダヤ民衆のあらゆるもくろみから、わたしを救い出してくださったのだ。」
使 12:12　こう分かるとペトロは、マルコと呼ばれていたヨハネの母マリアの家に行った。そこには、大勢の人が集まって祈っていた。
使 12:13　門の戸をたたくと、ロデという女中が取り次ぎに出て来た。
使 12:14　ペトロの声だと分かると、喜びのあまり門を開けもしないで家に駆け込み、ペトロが門の前に立っていると告げた。
使 12:15　人々は、「あなたは気が変になっているのだ」と言ったが、ロデは、本当だと言い張った。彼らは、「それはペトロを守る天使だろう」と言い出した。
使 12:16　しかし、ペトロは戸をたたき続けた。彼らが開けてみると、そこにペトロがいたので非常に驚いた。
使 12:17　ペトロは手で制して彼らを静かにさせ、主が牢から連れ出してくださった次第を説明し、「このことをヤコブと兄弟たちに伝えなさい」と言った。そして、そこを出てほかの所へ行った。
使 12:18　夜が明けると、兵士たちの間で、ペトロはいったいどうなったのだろうと、大騒ぎになった。
使 12:19　ヘロデはペトロを捜しても見つからないので、番兵たちを取り調べたうえで死刑にするように命じ、ユダヤからカイサリアに下って、そこに滞在していた。
◆ヘロデ王の急死
使 12:20　ヘロデ王は、ティルスとシドンの住民にひどく腹を立てていた。そこで、住民たちはそろって王を訪ね、その侍従ブラストに取り入って和解を願い出た。彼らの地方が、王の国から食糧を得ていたからである。
使 12:21　定められた日に、ヘロデが王の服を着けて座に着き、演説をすると、
使 12:22　集まった人々は、「神の声だ。人間の声ではない」と叫び続けた。
使 12:23　するとたちまち、主の天使がヘロデを撃ち倒した。神に栄光を帰さなかったからである。ヘロデは、蛆に食い荒らされて息絶えた。
使 12:24　神の言葉はますます栄え、広がって行った。
使 12:25　バルナバとサウロはエルサレムのための任務を果たし、マルコと呼ばれるヨハネを連れて帰って行った。
◆バルナバとサウロ、宣教旅行に出発する
使 13:1　アンティオキアでは、そこの教会にバルナバ、ニゲルと呼ばれるシメオン、キレネ人のルキオ、領主ヘロデと一緒に育ったマナエン、サウロなど、預言する者や教師たちがいた。
使 13:2　彼らが主を礼拝し、断食していると、聖霊が告げた。「さあ、バルナバとサウロをわたしのために選び出しなさい。わたしが前もって二人に決めておいた仕事に当たらせるために。」
使 13:3　そこで、彼らは断食して祈り、二人の上に手を置いて出発させた。
